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なかなかお念仏が申せませんといわれる方があります。そうですね。お念
仏を申すというのはなかなか自然に出てくるまでは時間が掛かります。
心にもないこと、という表現があります。思っても無いことという言葉が
あります。しかし本当は心の中にあるから行動に出るのでしょう。思って
いるから口にも出るのだろうと思います。しかし心の中深くお念仏が入っ
てくださるには時間が掛かるのかもしれません。また深い悲しみや嘆きが
必要なのかもしれません。知らず知らずほとけさまが入ってきてください
ます。

　　　　　　　　　　　44444 月の法座予定月の法座予定月の法座予定月の法座予定月の法座予定
4月１０日･･････････････････・････掃除　長者原西
4月１４日昼席午後1時より･･･……春季永代経
4月１４日夜席午後７時半より･････出張法座　鴨の巣 　岩田　龍夫氏宅
4月１５日朝席午前10時より･････・春季永代経　仏婦総会　おとき
4月１５日昼席午後1時より･･･・…･春季永代経
4月２６日午前９時より･･･････････土曜学校（子ども会）

☆つれずれに☆つれずれに☆つれずれに☆つれずれに☆つれずれに
　３月の始めに実家の母が脳梗塞で倒れました。幸い手当てが早かったので、命に別状
はありませんでした。しかしいつかはこういう日がくるだろうと覚悟はしていましたが、
あわてました。病院に着くと苦しそうな顔をして目を瞑っていました。しばらくすると
気がついて申し訳なさそうな顔で、【心配かけたね】と言います。私は【大丈夫、大丈
夫】と繰り返すのが精一杯でした。左半身が不随になっていましたが、次の日には少し
動くようになっていましたので、回復してくれることを期待しています。現代医療の進
歩は目を見張るものがあります。少し前でしたら、おそらく回復は難しいでしょう。し
かしどれだけ医療が発達しても《老い》を治すことはできません。《死》を回避するこ
とはできません。いつかは母と別れる時が来るでしょう。そのときまで、そのときまで

自分自身で、生きて動けることができたらいいなぁと思います。
母が母らしく生きていってくれたらいいなぁとおもいます。
 新幹線で行くと２時間半ですが、やはりなかなか大変です。顔
を見ると安心するのですが、やはりこれからのことを心配して
いるみたいです。「明日のことは心配しなくて良いよ。明日のこ
とは明日考えましょう。それより身体を治す事だけ考えてくだ
さい。どんなことがあっても僕がいます」といって帰りました。
　ところで４月６日は私の５５歳の誕生日です。永六輔さんが
【誕生日は両親にお礼を申す日】と何かの本で書いておられたこ
とを思い出しました。不思議な因縁でこの世に生を受けました。

ようこそようこそ僕を生んでくださいました。僕は親不孝で、この年まで心配ばかりか
けてきました。少し恩返しのまねごとができるチャンスを与えていただいてよかったと
思います。今までのことを思ったら、あと百年ぐらい生きていただかないと返せそうに
もありません。しかし残念ながらちょっと遠いのでなかなかいけないのでもどかしいの
ですが・・・。

☆仏婦総会☆仏婦総会☆仏婦総会☆仏婦総会☆仏婦総会
　4月15日春の永代経の朝席の後、仏教婦人会の総会を開催し
ます。16年度の行事報告並びに決算報告、17年度の行事予定、
予算等を審議していただきます。誘い合わせてご参加下さい。

☆掃除について☆掃除について☆掃除について☆掃除について☆掃除について
今年度から掃除を門信徒会で行ってもらうことになりました。古いおばぁちゃんがケガ
で掃除ができなくなって以来、仏教婦人会の方々が、自発的に毎月清掃奉仕をしていた
だいていました。今年から婦人部だけでなく門信徒会全員で取り組んでいただくことと
なりました。よろしくお願い致します。基本的には毎月第2日曜日です。

☆御礼☆御礼☆御礼☆御礼☆御礼
永代経懇志　金　拾萬円　　染井　英明殿　故　染井　春枝様　特別永代経志として
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　　　　　「ほんもの」と　「にせもの」は
　見えないところの在り方で決まる。
　それだのに
　「にせもの」　に限って
見えるところばかりを気にし　飾り

ますます「ほんとうのにせもの」になっていく
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　追想追想追想追想追想（（（（（百百百百百日日日日日忌忌忌忌忌ににににによよよよよせせせせせててててて）））））
　昨年10月23日、午前3時3分、夫、土橋陽一は、主治医、当番医2名　看護師2名
　総勢の懸命な救命治療を　受けながらも、その効なく　静かに　息を　ひきとりま
した。
主治医の「ご臨終でございます。」静かで　冷たい言葉の響きが、胸につきささりまし
た。5月29日息苦しさを訴えて　救急車で土谷病院へ入院、病状は　一進一退のくり
かえし、とうとう　逝ってしまいました。
入院から　5ヶ月の月日が　流れていました。
私共夫婦は　昭和29年3月のスタートでした。世の中が、ようやく　終戦の痛手から
立ち直りかけた時代だったように思います。それから50年半年「人生苦海」と教わり
ますが、ごたぶんにもれず　悲喜こもごもの日々をくりかえし乍ら、共に歩んだ人生
でした。故人は、中国電力ＫＫに 32年、中国電力関係業者サンテックに 15年、人生
の大半を　電力事業関係の仕事に　たずさわりました。　時はまさに　高度成長時代
の真最中、各工場地帯（大竹・水島・関西）はフル稼動「電気が足りない。電力を送
れ」のかけ声のもと　送電線の設計施工工事の担当でした。
若い時でした、「よく働き、よく呑みました」遠い昔の話です。
70才半年前に、体調をくずし、職場をはなれました。以後は、地域社会のみなさまの
お世話になりながら　余生を楽しむ生活に入りました。その頃、時の流れの不思議と
もうしましょうか、お寺の屋根の修復話がもち上がりました。門徒一丸となっての大
事業でした。故人も微力ながら一助を担い再々、お寺の門をくぐらせていただくよう
になりました。時、前後してご住職の発案で研修会、お寺巡り、ビール会、菊見会な
どの催し、行事が行われ知らず知らずお寺へのご縁が、深まって参りました。ご住職
にお導きいただきましてのお寺巡りでしたが、お経さんにあい、ご法話を聴くたび　
だんだんと、何かをかんじとり、人生をおもったことと私には　察しとれました。人
生終盤に、こうして　仏法をお聞かせいただく機会を得ましたことを　心より有難く
　思っております。もしお寺の催しや行事がなかったとしたら、故人は多分　お寺の
門もくぐらず、仏法のかおりにも　あわないままで　人生を終えたことだろうと思っ
ております。運命の不思議、人生のめぐり合わせ、いろいろと　ご住職とのご縁をい
ただきながら　お浄土の世界に参らせていただいたことを　有難くおもっております。
　釋道意　俗名 土橋陽一　行年 80才
 十万億土の彼方から、ご住職　門信徒会の皆様に　厚くお礼申し上げていることと存
じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　合掌
　　　　　　平成 17年 1月 30日　土橋　多巳枝


